
ひょうごエコタウン構想・概念図

地域の課題

廃棄物処理の課題 重厚長大型産業
・複合廃棄物のリサイクル推進 ・容リプラへの取組 等 資源の活用

ひょうごエコタウン構想

基本方針と独創性・先駆性

【基本方針】○古くから発達した産業基盤等との連携によるリサイクル事業の推
進

○他の地域の課題・ニーズにも対応した広域的な連携による資源循
環体制の構築

○市民等と連携した取組の推進
【独創性・先駆性】
兵庫県の有する古くから発達した産 市民・ＮＰＯなど幅広い関係者と
業基盤・物流基盤の活用による他地 の連携による市民参加型リサイク
域のニーズにも対応した広域的な連 ルの推進
携による資源循環の実現

（ ）産業づくり 地域づくり(ハード事業) ソフト事業
・廃タイヤガス化リサイクル施設 ・エコタウン支援センターの設置に
・廃車スクラップ等の高度リサイクル よる構想の事業化推進
施設 ・参画と協働による環境と調和した

・パソコン等ＯＡ機器リユース・リサ まちづくりの推進
イクル施設 ・経済的手法の導入によるリサイク

・廃プラスチック高炉還元剤化施設 ルの推進
・普及啓発
・環境ビジネス育成支援

事 業 効 果
・循環型社会への転換（再生利用増約8.4万ｔ／年、最終処分減約4.4万ｔ／年）
・環境負荷の低減（二酸化炭素削減約13.7万ｔ／年）
・地域の産業振興、雇用の創出（直接新規雇用約220名）
・全県的なリサイクルの推進


